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平
成
二
十
九
年
度

上
代
文
学
会
秋
季
大
会

研
究
発
表
会
資
料

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
二
日

専
修
大
学
神
田
校
舎

万

葉

集

東

歌

の

類

歌

を

め

ぐ

っ

て

群
馬
県
立
女
子
大
学

北

川

和

秀

◎
万
葉
集
の
類
歌
（
あ
る
い
は
類
句
歌
）
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
先
行
研
究

①
佐
佐
木
信
綱
氏
『
萬
葉
集
の
研
究

第
三

萬
葉
集
類
歌
類
句
攷
』
（
岩
波
書
店
。
昭
和
二
十
三
年
七
月
）

②
大
久
間
喜
一
郎
氏
「
万
葉
類
句
歌
考
―
作
者
未
詳
歌
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
六
十

一
号

昭
和
四
十
六
年
一
月
）
、
「
万
葉
類
句
歌
よ
り
み
た
作
者
未
詳
歌
巻
の
性
格
」
（
『
明
治
大
学
教
養
論

集
』
八
十
四
号

昭
和
四
十
九
年
一
月
）

③
大
久
間
喜
一
郎
氏
「
万
葉
類
句
歌
考
〈
改
訂
版
〉
」
（
『
古
代
文
学
の
伝
統
』
笠
間
書
院
。
昭
和
五
十
三
年
十

月
）
〈
②
の
改
訂
版
〉

④
水
島
義
治
氏
「
東
歌
類
歌
一
覧
」
（
『
萬
葉
集
東
歌
の
研
究
』
笠
間
書
院
。
昭
和
五
十
九
年
二
月
）

＊
安
念

正
氏
「
萬
葉
集
の
類
歌
類
似
句
の
提
出
す
る
一
二
の
問
題
」
（
『
国
語
国
文
』
五
の
五
。
昭
和
十
年
五

月
）

◎
類
歌
・
類
句
歌
の
定
義
・
規
準

【
安
念
氏
】

こ
ゝ
に
類
歌
と
称
す
る
は
短
歌
に
冠
せ
ら
れ
、
類
似
句
と
称
す
る
は
長
歌
に
冠
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
凡
そ
、

類
歌
の
定
義
限
界
な
ど
と
い
ふ
問
題
は
各
人
に
よ
つ
て
異
り
頗
る
客
観
性
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
先

づ
、
以
下
の
私
考
を
進
め
て
ゆ
く
都
合
上
、
類
似
の
多
寡
に
従
つ
た
便
宜
的
な
分
類
を
左
に
示
し
て
お
く
こ
と
に

す
る
。類

句
歌

―
二
句
の
同
句
又
は
極
め
て
酷
似
せ
る
句
を
含
む
も
の
。
但
し
枕
詞
は
便
宜
に
よ
り
ふ
く
め
な
い
。

(一)
類
想
歌

―
二
句
の
類
句
を
含
ま
ず
と
も
全
体
に
想
の
似
た
も
の
。

(二)
類
型
歌

―
内
容
の
類
似
も
有
す
る
が
主
と
し
て
修
辞
上
よ
り
み
て
類
す
る
も
の
。

(三)
類
句
類
型
歌

―
三
句
の
類
句
を
有
す
る
も
の
。
又
二
句
の
類
句
を
有
し
か
つ
或
程
度
類
型
的
な
も
の
。

(四)
類
句
類
想
歌

―
二
句
位
の
類
句
を
ふ
く
み
更
に
類
想
の
も
の
。

(五)
類
想
類
型
歌

―
類
句
二
句
を
有
せ
ず
し
て
想
も
型
も
似
た
も
の
。

(六)
類
句
類
想
類
型
歌

―
句
も
想
も
型
も
共
に
類
似
せ
る
も
の
。
同
歌
、
同
歌
の
異
伝
も
一
括
し
、
又
序
歌
の

(七)

想
の
類
す
る
も
の
も
こ
ゝ
に
入
れ
た
。
四
句
類
す
る
類
歌
も
か
り
に
こ
ゝ
に
を
さ
む
。
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【
佐
佐
木
氏
】凡

例

一
、
一
句
以
上
の
類
似
を
有
す
る
歌
を
抽
出
し
た
。
但
、
抽
出
の
意
義
乏
し
と
考
へ
て
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
一
句
以
上
の
類
似
な
ら
で
も
、
類
歌
と
お
ぼ
し
い
も
の
、
ま
た
類
想
歌
を
偶
挙
げ
た
も
の
も
あ
る
。

枕
詞
に
よ
る
類
句
の
歌
は
、
少
数
を
掲
ぐ
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
全
く
同
じ
き
を
重
出
歌
、
い
さ
さ
か
異
な
れ
る
を
少
異
歌
、
他
を
類
歌
と
分
つ
た
。

一
、
重
出
歌
、
少
異
歌
、
類
歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
群
に
於
け
る
初
出
の
も
の
に
よ
つ
て
、
巻
の
順
に
掲
ぐ
る
こ

と
と
し
た
。
故
に
、
い
づ
れ
が
原
歌
で
あ
り
、
い
づ
れ
が
類
歌
で
あ
る
か
は
、
読
者
自
ら
明
ら
め
ら
れ
た
い
。

（
上
に
掲
げ
た
類
歌
類
句
攷
の
引
例
中
に
は
、
時
代
の
順
と
し
た
も
の
が
い
さ
さ
か
あ
る
。
）

一
、
各
項
の
上
に
附
し
た
数
字
は
、
国
歌
大
観
及
び
新
訓
萬
葉
集
等
の
番
号
、
そ
の
上
な
る
は
巻
数
を
示
す
も

の
、
ま
た
長
歌
は
長
、
旋
頭
歌
は
旋
と
註
し
た
。
か
つ
、
下
に
作
者
の
名
を
挙
げ
た
。

一
、
或
本
歌
、
一
本
歌
と
あ
る
の
は
、
番
号
に
括
弧
を
附
し
て
採
つ
た
。
左
註
及
び
割
註
に
少
異
の
部
分
を
指

摘
し
た
も
の
は
、
多
く
は
之
を
省
略
し
た
。

一
、
引
用
歌
の
文
字
は
、
な
る
べ
く
古
鈔
本
及
び
寛
永
本
の
本
文
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。
読
者
は
、
白
文
萬
葉

集
、
及
び
新
訓
萬
葉
集
と
照
合
せ
ら
れ
た
い
。

【
大
久
間
氏
】

類
句
歌
の
選
定
規
準

重
出
歌
は
同
一
歌
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
こ
れ
を
類
句
歌
と
は
し
な
い
。

(1)
佐
佐
木
博
士
の
い
わ
ゆ
る
少
異
歌
は
、
重
出
歌
の
伝
誦
的
異
伝
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
見
て
、
こ
れ
を
類
句

(2)
歌
と
は
し
な
い
。

同
一
作
者
の
作
品
に
お
け
る
類
句
は
、
個
人
的
慣
用
句
と
見
て
、
こ
れ
を
類
句
歌
と
し
て
扱
わ
な
い
。

(3)
万
葉
の
記
事
の
中
で
、
一
本
ま
た
は
或
本
に
曰
く
、
と
記
さ
れ
た
歌
と
正
伝
と
し
て
の
歌
の
間
に
お
け
る
類

(4)
句
は
問
題
と
し
な
い
。

問
答
歌
相
互
に
お
け
る
類
句
は
、
鸚
鵡
返
し
的
表
現
と
考
え
て
類
句
性
を
認
め
な
い
。

(5)
同
一
句
が
一
句
の
み
に
限
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
類
句
歌
と
し
て
扱
わ
な
い
。

(6)
枕
詞
は
国
民
の
平
均
的
発
想
と
考
え
て
、
枕
詞
を
含
む
二
句
の
み
の
同
一
句
を
も
つ
作
品
は
、
こ
れ
を
類
句

(7)
歌
と
し
て
扱
わ
な
い
。

短
歌
に
お
い
て
四
句
ま
で
同
一
句
を
有
す
る
場
合
は
、
前
記
の
少
異
歌
と
同
様
の
扱
い
を
す
る
。

(8)
【
水
島
氏
】

類
歌
の
定
義

二
句
以
上
の
同
一
句
又
は
類
似
句
を
有
し
、
発
想
や
表
現
が
類
似
し
て
い
る
も
の
。
但
し
一
首
全
体
の
歌
意

が
大
き
く
違
っ
て
い
る
も
の
は
除
く
。
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○
三
氏
が
認
定
し
た
東
歌
関
係
の
類
歌
（
類
句
歌
）
数

佐
佐
木
氏

五
九
組

一
六
四
首
＋
α
（
α
は
「
大
君
の
命
畏
み
」
二
六
首
）

大
久
間
氏

一
七
組

三
七
首

水
島
氏

二
六
組

五
八
首

◎
東
歌
に
お
け
る
類
歌
の
分
類
（
私
見
）

Ａ
．
重
出
歌
（
類
歌
と
は
し
な
い
）

＊
ａ
相
見
て
は
千
歳
や
去
ぬ
る
否
を
か
も
吾
や
然
思
ふ
君
待
ち
が
て
に
（
一
一
・
二
五
三
九
）
正
述
心
緒

○佐

○水

ｂ
相
見
て
は
千
歳
や
去
ぬ
る
否
を
か
も
吾
や
然
思
ふ
君
待
ち
が
て
に

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
歌
集
に
出
づ

（
一
四
・
三
四
七
〇
）
未
勘
国
相
聞

○佐
○水

Ｂ
．
歌
意
同
じ
・
ほ
ぼ
地
名
の
み
の
相
違

①
ａ
風
早
の
三
穂
の
浦
廻
を
漕
ぐ
舟
の
舟
人
騒
く
波
立
つ
ら
し
も
（
七
・
一
二
二
八
）
羇
旅
・
古
集

○佐

○大

○水

ｂ
葛
飾
の
真
間
の
浦
廻
を
漕
ぐ
舟
の
舟
人
騒
く
波
立
つ
ら
し
も
（
一
四
・
三
三
四
九
）
下
総
雑
歌

○佐

○大

○水

②
ａ
白

細

砂
三
津
の
黄
土
の
色
に
出
て
言
は
な
く
の
み
そ
吾
が
恋
ふ
ら
く
は
（
一
一
・
二
七
二
五
）

し
ら

ま
な

ご

は

に

ふ

寄
物
陳
思
★

ｂ
真
金
吹
く
丹
生
の
真
朱
の
色
に
出
て
言
は
な
く
の
み
そ
吾
が
恋
ふ
ら
く
は
（
一
四
・
三
五
六
〇
）

ま

か
ね

に

ふ

ま

そ
ほ

未
勘
国
相
聞
★

③
ａ
入
間
道
の
大
家
が
原
の
い
は
ゐ
蔓
引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る
吾
に
な
絶
え
そ
ね
（
一
四
・
三
三
七
八
）

い
り

ま

ぢ

お
ほ

や

つ
ら

武
蔵
相
聞

○佐

○大

○水

ｂ
上
毛
野
可
保
夜
が
沼
の
い
は
ゐ
蔓
引
か
ば
ぬ
れ
つ
つ
吾
を
な
絶
え
そ
ね
（
一
四
・
三
四
一
六
）

か

ほ

や

つ
ら

上
野
相
聞

○佐
○水

ｃ
安
波
峯
ろ
の
峯
ろ
田
に
生
は
る
多
波
美
蔓
引
か
ば
ぬ
る
ぬ
る
吾
を
言
な
絶
え
（
一
四
・
三
五
〇
一
）

あ

は

を

を

お

た

は

み

づ
ら

未
勘
国
相
聞

○佐
○大

④
ａ
都
武
賀
野
に
鈴
が
音
聞
ゆ
上
志
太
の
殿
の
仲
子
し
鷹
狩
す
ら
し
も
（
一
四
・
三
四
三
八
）
未
勘
国
雑
歌

○佐

つ

む

が

の

お
と

か
む

し

だ

な
か

ち

と

が

り

ｂ
美
都
我
野
に
鈴
が
音
聞
ゆ
上
志
太
の
殿
の
若
子
し
鷹
狩
す
ら
し
も
（
一
四
・
三
四
三
八
或
本

）

○佐

み

つ

が

の

わ
く

ご

○参

ま
す
ら
を
の
鞆
の
音
す
な
り
も
の
の
ふ
の

大

臣

楯
立
つ
ら
し
も
（
一
・
七
六
）
雑
歌
・
元
明
天
皇
★

と
も

お
ほ
ま
へ
つ
き
み
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Ｃ
．
歌
意
同
じ
・
地
名
の
相
違
。
類
似
す
る
語
句
は
少
な
い

○
ａ
紀
の
海
の
名
高
の
浦
に

寄

す

る

波
音
高
き
か
も
逢
は
ぬ
子
ゆ
ゑ
に
（
一
一
・
二
七
三
〇
）
寄
物
陳
思
★

な

た
か

ｂ
麻
久
良
我
の
許
我
の

渡

の
韓
楫
の
音
高
し
も
な
寝
な
へ
子
ゆ
ゑ
に
（
一
四
・
三
五
五
五
）
未
勘
国
相
聞
★

ま

く

ら

が

こ

が

わ
た
り

か
ら

か
ぢ

お
と

だ
か

Ｄ
．
歌
意
同
じ
・
ほ
ぼ
地
名
の
有
無
の
相
違

①
ａ
筑

波

嶺

の
新
桑
繭
の
衣
は
あ
れ
ど
君
が
御
衣
し
あ
や
に
着
欲
し
も
（
一
四
・
三
三
五
〇
）
常
陸
雑
歌

○佐

き
ぬ

み

け
し

き

ほ

ｂ
た
ら
ち
ね
の
新
桑
繭
の
衣
は
あ
れ
ど
君
が
御
衣
し
あ
ま
た
着
欲
し
も
（
一
四
・
三
三
五
〇
或
本

）

○佐

②
ａ
伊
香
保
ろ
に
天
雲
い
継
ぎ
か
ぬ
ま
づ
く
人
と
お
た
は
ふ
い
ざ
寝
し
め
と
ら
（
一
四
・
三
四
〇
九
）

上
野
相
聞

○佐

○大

○水

ｂ
岩

の

上

に

い

懸

る

雲

の
か
の
ま
づ
く
人
そ
お
た
は
ふ
い
ざ
寝
し
め
と
ら
（
一
四
・
三
五
一
八
）

未
勘
国
相
聞

○佐

○大

○水

③
ａ
霞
ゐ
る
富
士
の
山
傍
に
わ
が
来
な
ば
何
方
向
き
て
か
妹
が
嘆
か
む
（
一
四
・
三
三
五
七
）
駿
河
相
聞
★

や
ま

び

い

づ

ち

ｂ
植
竹
の
本
さ
へ
響
み
出
で
て
去
な
ば
何
方
向
き
て
か
妹
が
嘆
か
む
（
一
四
・
三
四
七
四
）
未
勘
国
相
聞
★

う
ゑ
だ
け

も
と

と
よ

い

い

づ

し

Ｅ
．
男
女
用
ま
た
は
男
女
間
の
問
答

①
ａ
相
模
嶺
の
小
峯
見
か
く
し
忘
れ
来
る
妹
が
名
呼
び
て
吾
を
哭
し
泣
く
な
（
一
四
・
三
三
六
二
）

を

み
ね

あ

ね

相
模
相
聞

○佐
○水

ｂ
武
蔵
嶺
の
小
峯
見
か
く
し
忘
れ
行
く
君
が
名
か
け
て
吾
を
哭
し
泣
く
る
（
一
四
・
三
三
六
二
或
本

）

○佐

○水

②
ａ
上
毛
野
乎
度
の
多
杼
里
が
川
路
に
も
児
ら
は
逢
は
な
も
一
人
の
み
し
て
（
一
四
・
三
四
〇
五
）

を

ど

た

ど

り

上
野
相
聞

○佐
○水

ｂ
上
毛
野
小
野
の
多
杼
里
が
安
波
路
に
も
夫
な
は
逢
は
な
も
見
る
人
な
し
に
（
一
四
・
三
四
〇
五
或
本

）

○佐
○水

あ

は

ぢ

せ

③
ａ
遅
速
も
汝
を
こ
そ
待
た
め
向
つ
嶺
の
椎
の
小
枝
の
逢
ひ
は
違
は
じ
（
一
四
・
三
四
九
三
）
未
勘
国
相
聞

○佐
○水

お
そ
は
や

な

を

し
ひ

こ

や
で

た
が

ｂ
遅
速
も
君

を

し
待
た
む
向
つ
嶺
の
椎
の
小
枝
の
時
は
過
ぐ
と
も
（
一
四
・
三
四
九
三
或
本

）

○佐
○水

さ

え
だ

④
ａ
恋

し

け
は

袖

も
振

ら

む
を
武
蔵
野
の
う
け
ら
が
花
の
色
に
出
な
ゆ
め
（
一
四
・
三
三
七
六
）

づ

武
蔵
相
聞

○佐
○水

ｂ
い
か
に
し
て
恋
ひ
ば
か
妹
に
武
蔵
野
の
う
け
ら
が
花
の
色
に
出
ず
あ
ら
む
（
一
四
・
三
三
七
六
或
本

）

○佐
○水

で
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⑤
ａ
吾
が
面
の
忘
れ
む
時
は
国
は
ふ
り
嶺
に
立
つ
雲
を
見
つ
つ
偲
は
せ
（
一
四
・
三
五
一
五
）

お
も

し
だ

ね

＊
阿
我
於
毛
乃
和
須
礼
牟
之
太
波
久
尓
波
布
利
祢
尓
多
都
久
毛
乎
見
都
追
之
努
波
西

あ

が

お

も

の

わ

す

れ

む

し

だ

は

く

に

は

ふ

り

ね

に

た

つ

く

も

を

み

つ

つ

し

の

は

せ

未
勘
国
相
聞

○佐

○大

○水

ｂ
面

形

の
忘
れ
む
時
は
大
野
ろ
に
た
な
び
く
雲
を
見
つ
つ
偲
は
む
（
一
四
・
三
五
二
〇
）

お
も

か
た

し
だ

＊
於
毛
可
多
能
和
須
礼
牟
之
太
波
於
抱
野
呂
尓
多
奈
婢
久
君
母
乎
見
都
追
思
努
波
牟

お

も

か

た

の

わ

す

れ

む

し

だ

は

お

ほ

の

ろ

に

た

な

び

く

く

も

を

み

つ

つ

し

の

は

む

未
勘
国
相
聞

○佐

○大

○水

※
字
音
仮
名
「
斯
」
「
西
」
「
抱
」
は
、
巻
十
四
の
原
資
料
の
表
記
の
名
残
り
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。

植
松
茂
氏
「
万
葉
集
巻
十
四
に
於
け
る
斯
・
西
の
仮
名
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
十
四
の
六
。
昭

和
十
二
年
六
月
）
、
福
田
良
輔
氏
「
仮
名
字
母
よ
り
見
た
る
萬
葉
集
巻
十
四
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
（
『
萬

葉
』
五
。
昭
和
二
十
七
年
十
月
）

該
当
す
る
歌
は
二
十
九
首
。

※
こ
の
項
の
①
か
ら
④
は
或
本
歌
。
大
久
間
氏
が
こ
れ
ら
を
拾
っ
て
い
な
い
の
は
、
氏
の
選
定
規
準
「

万
葉

(4)

の
記
事
の
中
で
、
一
本
ま
た
は
或
本
に
曰
く
、
と
記
さ
れ
た
歌
と
正
伝
と
し
て
の
歌
の
間
に
お
け
る
類
句
は

問
題
と
し
な
い
。
」
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
い
っ
た
例
を
見
れ
ば
、
そ
の
当
否
に
は
疑
問
が
あ
る
。

Ｆ
．
歌
意
同
じ
・
二
種
の
合
体

①
ａ
谷
狭
み
峯
辺
に
延
へ
る
玉
葛
延
へ
て
し
あ
ら
ば
年
に
来
ず
と
も
（
一
二
・
三
〇
六
七
）
寄
物
陳
思

○佐

○大

○水

せ
ば

は

は

ｂ
丹
波
道
の
大
江
の
山
の
真
玉
葛
絶
え
む
の
心
わ
が
思
は
な
く
に
（
一
二
・
三
〇
七
一
）
寄
物
陳
思

○佐

○大

○水

ｃ
谷
狹
み

嶺
に
延
ひ
た
る
玉
葛
絶
え
む
の
心
わ
が
思
は
な
く
に
（
一
四
・
三
五
〇
七
）

せ
ば

未
勘
国
相
聞

○佐

○大

○水

②
ａ
天
皇
の

御
命
か
し
こ
み

柔
び
に
し

家
を
お
き
…
…
（
一
・
七
九
）
雑
歌
・
作
者
不
明

○佐

お
ほ
き
み

み

こ

と

に
き

ｂ
大
君
の

命

畏

み
愛
し
妹
が
手

枕

離
れ
夜
立
ち
来
の
か
も
（
一
四
・
三
四
八
〇
）
未
勘
国
相
聞

○佐

み
こ
と
か
し
こ

か
な

た

ま
く
ら

よ

だ

き

ｃ
障
へ
な
へ
ぬ

命

に
あ
れ
ば
愛
し
妹
が
手

枕

離
れ
あ
や
に
悲
し
も
（
二
〇
・
四
四
三
二
）
昔
年
防
人
★

さ

み
こ
と

か
な

た

ま
く
ら

ｄ
大
君
の

命

畏

み

愛

し
け
真
子
が
手
離
り
島
伝
ひ
行
く
（
二
〇
・
四
四
一
四
）
武
蔵
防
人

○佐

み
こ
と
か
し
こ

う
つ
く

ま

こ

は
な

③
ａ
わ
が
船
は
比
良
の
湊
に
漕
ぎ
泊
て
む
沖
へ
な
離
り
さ
夜
更
け
に
け
り
（
三
・
二
七
四
）
羇
旅
・
高
市
黒
人
★

さ
か

ｂ
わ
が
舟
は
明
石
の
湖
に
漕
ぎ
泊
て
む
沖
へ
な
離
り
さ
夜
更
け
に
け
り
（
七
・
一
二
二
九
）
羇
旅
・
古
集
★

み
と

さ
か

ｃ
夏
麻
引
く
海
上
潟
の
沖
つ
洲
に
鳥
は
す
だ
け
ど
君
は
音
も
せ
ず
（
七
・
一
一
七
六
）
羇
旅

○佐
○大

○水

な
つ

そ

び

ｄ
夏
麻
引
く
海
上
潟
の
沖
つ
洲
に
船
は
と
ど
め
む
さ
夜
更
け
に
け
り
（
一
四
・
三
三
四
八
）上

総
雑
歌

○佐

○大

○水
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④
ａ
珠
衣
の
さ
ゐ
さ
ゐ
し
づ
み
家
の
妹
に
も
の
言
は
ず
来
て
思
ひ
か
ね
つ
も
（
四
・
五
〇
三
）

た
ま
き
ぬ

相
聞
・
柿
本
人
麻
呂

○佐

○大

○水

ｂ
あ
り
衣
の
さ
ゑ
さ
ゑ
し
づ
み
家
の
妹
に
も
の
言
は
ず
来
に
て
思
ひ
苦
し
も
（
一
四
・
三
四
八
一
）

き
ぬ

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
歌
集
の
中
に
出
づ
、
上
に
見
え
た
り
。

未
勘
国
相
聞

○佐
○水

ｃ
水
鳥
の
立
た
む
よ
そ
ひ
に
妹
の
ら
に
も
の
言
は
ず
来
に
て
思
ひ
か
ね
つ
も
（
一
四
・
三
五
二
八
）

未
勘
国
相
聞

○佐

○大

○水

ｄ
水
鳥
の
立
ち
の
急
き
に
父
母
に
も
の
言
ず
来
に
て
今
ぞ
悔
し
き
（
二
〇
・
四
三
三
七
）
駿
河
防
人

○佐

○大

○水

い
そ

は

け

⑤
ａ
朝
霞
た
な
び
く
山
を
越
え
て
去
な
ば
吾
は
恋
ひ
む
な
逢
は
む
日
ま
で
に
（
一
二
・
三
一
八
八
）
悲
別
歌
★

ｂ
雲
居
な
る
海
山
越
え
て
い
行
き
な
ば
吾
は
恋
ひ
む
な
後
は
逢
ひ
ぬ
と
も
（
一
二
・
三
一
九
〇
）

悲
別
歌

○佐

○大

○水

ｃ
東
路
の
手
児
の
呼
坂
越
え
て
去
な
ば
吾
は
恋
ひ
む
な
後
は
逢
ひ
ぬ
と
も
（
一
四
・
三
四
七
七
）

よ
び
さ
か

未
勘
国
相
聞

○佐

○大

○水

○参

大
船
の
思
ひ
た
の
み
し
君
が
去
な
ば
吾
は
恋
ひ
む
な
直
に
逢
ふ
ま
で
に
（
四
・
五
五
〇
）相

聞
・
作
者
未
詳
★

○参

明
日
よ
り
は
吾
は
恋
ひ
む
な
名
欲
山
石
踏
み
平
し
君
が
越
え
去
な
ば
（
九
・
一
七
七
八
）
相
聞
・
娘
子
★

な

ほ
り

い
は

な
ら

○参

み
さ
ご
ゐ
る
渚
に
ゐ
る
舟
の
漕
ぎ
出
な
ば
う
ら
恋
し
け
む
後
は
逢
ひ
ぬ
と
も
（
一
二
・
三
二
〇
三
）

す

悲
別
歌

○佐

Ｇ
．
歌
意
同
じ
・
語
句
の
異
同
は
伝
誦
過
程
に
生
じ
た
か

①
ａ
遠
く
あ
り
て
雲
居
に
見
ゆ
る
妹
が
家
に
早
く
至
ら
む
歩
め
黒
駒
（
七
・
一
二
七
一
）

行
路
・
柿
本
人
麻
呂
歌
集

○佐

○大

○水

ｂ
ま
遠
く
の
雲
居
に
見
ゆ
る
妹
が
家
に
い
つ
か
到
ら
む
歩
め
吾
が
駒
（
一
四
・
三
四
四
一
）

へ

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
歌
集
に
曰
は
く
、
遠
く
し
て
。
又
曰
は
く
、
歩
め
黒
駒

未
勘
国
雑
歌

○佐
○大

○水

②
ａ
よ
し
ゑ
や
し
恋
ひ
じ
と
す
れ
ど
木
綿
間
山
越
え
に
し
君
が
思
ほ
ゆ
ら
く
に
（
一
二
・
三
一
九
一
）
悲
別
歌

○佐

ゆ

ふ

ま

や
ま

ｂ
恋
ひ
つ
つ
も
居
ら
む
と
す
れ
ど
木
綿
間
山
隠
れ
し
君
を
思
ひ
か
ね
つ
も
（
一
四
・
三
四
七
五
）

を

ゆ

ふ

ま

や
ま

未
勘
国
相
聞

○佐

③
ａ
く
へ
越
し
に
麦
食
む
小
馬
の
は
つ
は
つ
に
相
見
し
児
ら
し
あ
や
に
愛
し
も
（
一
四
・
三
五
三
七
）

は

か
な

未
勘
国
相
聞

○佐
○水

ｂ
馬
柵
越
し
麦
食
む
駒
の
は
つ
は
つ
に
新
膚
触
れ
し
児
ろ
し
愛
し
も
（
一
四
・
三
五
三
七
或
本

）

○佐
○大

○水

う
ま

せ

に
ひ
は
だ

○参

馬
柵
越
し
に
麦
食
む
駒
の
詈
ら
ゆ
れ
ど
な
ほ
し
恋
し
く
思
ひ
か
ね
つ
も
（
一
二
・
三
〇
九
六
）

う
ま

せ

は

の

寄
物
陳
思

○佐

○大

○水
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④
ａ
伊
豆
の
海
に
立
つ
白
波
の
あ
り
つ
つ
も
継
ぎ
な
む
も
の
を
乱
れ
し
め
め
や
（
一
四
・
三
三
六
〇
）伊

豆
相
聞

○佐

ｂ
伊
豆
の
海
に
立
つ
白
雲
の
絶
え
つ
つ
も
継
が
む
と
思
へ
や
乱
れ
そ
め
け
む
（
一
四
・
三
三
六
〇
或
本

）

○佐

⑤
ａ
諾
児
な
は
吾
に
恋
ふ
な
も
立
と
月
の
流
な
へ
行
け
ば
恋
し
か
る
な
も
（
一
四
・
三
四
七
六
）
未
勘
国
相
聞

○佐

う
べ

こ

わ
ぬ

た

つ
く

の
が

こ
ふ

ｂ
諾
児
な
は
吾
に
恋
ふ
な
も
立
と
月
の
流
な
へ
行
け
ど
吾
行
が
の
へ
ば
（
一
四
・
三
四
七
六
或
本

）

○佐

ぬ
が

わ
ぬ

⑥
ａ
広
橋
を
馬
越
し
が
ね
て
心
の
み
妹
が
り
遣
り
て
吾
は
此
処
に
し
て
（
一
四
・
三
五
三
八
）
未
勘
国
相
聞

○佐

わ

こ

こ

ｂ
小

林

に
駒
を
馳
さ
さ
け
心
の
み
妹
が
り
遣
り
て
吾
は
此
処
に
し
て
（
一
四
・
三
五
三
八
或
本

）

○佐

を

は
や
し

は

Ｈ
．
歌
意
同
じ
・
語
句
の
異
同
は
人
為
的
か

①
ａ
わ
が
背
子
を
何
処
行
か
め
と
さ
き
竹
の
背
向
に
寝
し
く
今
し
悔
し
も
（
七
・
一
四
一
二
）
挽
歌

○佐

○大

○水

い

づ

く

そ

が

ひ

ｂ
愛

し

妹

を
何
処
行
か
め
と
山

菅

の
背
向
に
寝
し
く
今
し
悔
し
も
（
一
四
・
三
五
七
七
）

か
な

い

づ

ち

そ

が

ひ

未
勘
国
挽
歌

○佐

○大

○水

②
ａ
韓

衣

裾
の
う
ち
交
へ
あ
は
ね
ど
も
異
し
き
心
を
吾
が
思
は
な
く
に
（
一
四
・
三
四
八
二
）

か
ら
こ
ろ
も
す
そ

か

け

あ

未
勘
国
相
聞

○佐

○大

○水

ｂ
は
ろ
ば
ろ
に
思
ほ
ゆ
る
か
も
然
れ
ど
も
異
し
き
心
を
吾
が
思
は
な
く
に
（
一
五
・
三
五
八
八
）

け

遣
新
羅
使
人

○佐

○大

○水

ｃ
あ
ら
た
ま
の
年
の
緒
長
く
逢
は
ざ
れ
ど
異
し
き
心
を
吾
が
思
は
な
く
に
（
一
五
・
三
七
七
五
）

け

中
臣
宅
守

○佐

○大

○水

○参

人
眼
多
み
逢
は
な
く
の
み
そ
情
さ
へ
妹
を
忘
れ
て
わ
が
思
は
な
く
に
（
四
・
七
七
〇
）
相
聞
・
大
伴
家
持
★

○参

赤
ら
ひ
く
膚
も
触
れ
ず
て
寝
た
れ
ど
も
心
を
異
し
く
わ
が
思
は
な
く
に
（
一
一
・
二
三
九
九
）

は
だ

け

正
述
心
緒
・
柿
本
人
麻
呂
歌
集

○佐

○参

韓
衣
裾
の
う
ち
交
ひ
あ
は
な
へ
ば
寝
な
へ
の
故
に
言
痛
か
り
つ
も
（
一
四
・
三
四
八
二
或
本

）

○佐

○水

か
ら

こ

と

た

③
ａ
妹
も
わ
れ
も

清

の
河
の
河
岸
の
妹
が
悔
ゆ
べ
き
心
は
持
た
じ
（
三
・
四
三
七
）
挽
歌
・
河
辺
宮
人

○佐

○大

○水

き
よ
み

ｂ
さ
寝
ぬ
夜
は
千
夜
も
あ
り
と
も
わ
が
背
子
が
思
ひ
悔
ゆ
べ
き
心
は
持
た
じ
（
一
一
・
二
五
二
八
）

正
述
心
緒

○佐
○水

ｃ
鎌
倉
の
見
越
の
崎
の
石
崩
の
君
が
悔
ゆ
べ
き
心
は
持
た
じ
（
一
四
・
三
三
六
五
）
相
模
相
聞

○佐
○大

○水

み

ご
し

い
は
く
え
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④
ａ
夕
卜
に
も
占
に
も
告
れ
る
今
夜
だ
に
来
ま
さ
ぬ
君
を
何
時
と
か
待
た
む
（
一
一
・
二
六
一
三
）
正
述
心
緒

○佐

ｂ
夕
占
に
も
今
夜
と
告
ら
ろ
わ
が
背
な
は
何
そ
も
今
夜
寄
し
ろ
来
ま
さ
ぬ
（
一
四
・
三
四
六
九
）

ゆ
ふ

け

こ

よ
ひ

あ
ぜ

未
勘
国
相
聞

○佐

＊
○参

崩
岸
の
上
に
駒
を
つ
な
ぎ
て
危
ほ
か
と
人
妻
児
ろ
を
息
に
わ
が
す
る
（
一
四
・
三
五
三
九
）
未
勘
国
相
聞
★

あ

ず

あ
や

ひ
と
づ
ま

こ

＊
安
受
乃
宇
敝
尓
古
馬
乎
都
奈
伎
弖
安
夜
抱
可
等
比
等
豆
麻
古
呂
乎
伊
吉
尓
和
我
須
流

あ

ず

の

う

へ

に

こ

ま

を

つ

な

ぎ

て

あ

や

ほ

か

ど

ひ

と

づ

ま

こ

ろ

を

い

き

に

わ

が

す

る

○参

崩
岸
辺
か
ら
駒
の
行
ご
の
す
危
は
と
も
人
妻
児
ろ
を
目
ゆ
か
せ
ら
ふ
も
（
一
四
・
三
五
四
一
）

あ

ず

へ

ゆ

あ
や

ま

＊
安
受
倍
可
良
古
麻
乃
由
胡
能
須
安
也
波
刀
文
比
登
豆
麻
古
呂
乎
麻
由
可
西
良
布
母

未
勘
国
相
聞
★

あ

ず

へ

か

ら

こ

ま

の

ゆ

ご

の

す

あ

や

は

と

も

ひ

と

づ

ま

こ

ろ

を

ま

ゆ

か

せ

ら

ふ

も

Ｉ
．
歌
意
同
じ
・
語
句
の
一
致
は
僅
少
（
「
類
想
歌
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
）

①
ａ
晩
蝉
は
時
と
鳴
け
ど
も
片
恋
に
手
弱
女
わ
れ
は
時
わ
か
ず
泣
く
（
一
〇
・
一
九
八
二
）
夏
相
聞

○佐

ひ
ぐ
ら
し

ｂ
咲
く
花
は
過
ぐ
る
時
あ
れ
ど
わ
が
恋
ふ
る
心
の
う
ち
は
止
む
時
も
な
し
（
一
一
・
二
七
八
五
）
寄
物
陳
思

○佐

ｃ
伊
香
保
風
吹
く
日
吹
か
ぬ
日
あ
り
と
い
へ
ど
吾
が
恋
の
み
し
時
無
か
り
け
り
（
一
四
・
三
四
二
二
）

上
野
相
聞

○佐

ｄ
韓

亭

能
許
の
浦
波
立
た
ぬ
日
は
あ
れ
ど
も
家
に
恋
ひ
ぬ
日
は
無
し
（
一
五
・
三
六
七
〇
）
遣
新
羅
使
人

○佐

か
ら
と
ま
り

の

こ

ｅ
荒
津
の
海
潮
干
潮
満
ち
時
は
あ
れ
ど
い
づ
れ
の
時
か
わ
が
恋
ひ
ざ
ら
む
（
一
七
・
三
八
九
一
）

あ
ら

つ

し
ほ

ひ

大
伴
旅
人
の
傔
従
等

悲
傷
羇
旅

○佐

②
ａ
吾
妹
子
は
釧
に
あ
ら
な
む
左
手
の
わ
が
奥
の
手
に
纏
き
て
去
な
ま
し
を
（
九
・
一
七
六
六
）

相
聞
・
振
田
向
宿
祢

○佐

ｂ
置
き
て
行
か
ば
妹
ば
ま
か
な
し
持
ち
て
行
く
梓
の
弓
の
弓
束
に
も
が
も
（
一
四
・
三
五
六
七
）

い

未
勘
国
防
人
歌

○佐

ｃ
わ
が
背
子
は
玉
に
も
が
も
な
手
に
巻
き
て
見
つ
つ
行
か
む
を
置
き
て
行
か
ば
惜
し
（
一
七
・
三
九
九
〇
）

い

大
伴
家
持

○佐

ｄ
父
母
も
花
に
も
が
も
や
草
枕
旅
は
行
く
と
も
捧
ご
て
行
か
む
（
二
〇
・
四
三
二
五
）
遠
江
防
人

○佐

ｅ
母
刀
自
も
玉
に
も
が
も
や
頂
き
て
角
髪
の
な
か
に
あ
へ
纏
か
ま
く
も
（
二
〇
・
四
三
七
七
）
下
野
防
人

○佐

あ
も

と

じ

み

づ

ら

ま

③
ａ
た
ま
き
は
る
命
に
向
ひ
恋
ひ
む
ゆ
は
君
が
み
船
の
楫
柄
に
も
が
（
八
・
一
四
五
五
）
春
相
聞
・
笠
金
村

○佐

か
ぢ

か
ら

ｂ
お
く
れ
居
て
恋
ひ
ば
苦
し
も
朝
狩
の
君
が
弓
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
（
一
四
・
三
五
六
八
）未

勘
国
防
人
歌

○佐

ｃ
家
に
し
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
汝
が
佩
け
る
大
刀
に
な
り
て
も
斎
ひ
て
し
か
も
（
二
〇
・
四
三
四
七
）

な

上
総
防
人
の
父

○佐
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④
ａ
淡
海
の
海
沈
着
く
白
玉
知
ら
ず
し
て
恋
せ
し
よ
り
は
今
こ
そ
益
れ
（
一
一
・
二
四
四
五
）

し

づ

寄
物
陳
思
・
柿
本
人
麻
呂
歌
集
★

ｂ
上
毛
野
伊
奈
良
の
沼
の
大
藺
草
よ
そ
に
見
し
よ
は
今
こ
そ
益
れ

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
歌
集
に
出
づ

い

な

ら

お
ほ

ゐ

ぐ
さ

（
一
四
・
三
四
一
七
）
上
野
相
聞
★

⑤
ａ
あ
ぢ
か
ま
の
可
家
の
水
門
に
入
る
潮
の
こ
て
た
ず
く
も
か
入
り
て
寝
ま
く
も
（
一
四
・
三
五
五
三
）

か

け

み

な

と

未
勘
国
相
聞
★

ｂ
妹
が
寝
る
床
の
あ
た
り
に
石
ぐ
く
る
水
に
も
が
も
よ
入
り
て
寝
ま
く
も
（
一
四
・
三
五
五
四
）

ぬ

と
こ

い
は

未
勘
国
相
聞
★

⑥
ａ
思
ひ
出
で
て
哭
に
は
泣
く
と
も
い
ち
し
ろ
く
人
の
知
る
べ
く
嘆
か
す
な
ゆ
め
（
一
一
・
二
六
〇
四
）

正
述
心
緒
★

ｂ
恋
し
け
は
袖
も
振
ら
む
を
武
藏
野
の
う
け
ら
が
花
の
色
に
出
な
ゆ
め
（
一
四
・
三
三
七
六
）
武
蔵
相
聞
★

《
参
考
》
「
～
ず
は
～
ま
し
」
の
パ
タ
ー
ン
の
歌
（
「
類
型
歌
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
）

＊
○参

か
く
ば
か
り
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
高
山
の
磐
根
し
枕
き
て
死
な
ま
し
も
の
を
（
二
・
八
六
）
磐
姫
皇
后

○参

吾
妹
子
に
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
秋
萩
の
咲
き
て
散
り
ぬ
る
花
に
あ
ら
ま
し
を
（
二
・
一
二
〇
）
弓
削
皇
子

わ

ぎ

も

こ

○参

か
く
ば
か
り
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
石
木
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
物
思
は
ず
し
て
（
四
・
七
二
二
）
大
伴
家
持

い
は

き

○参

こ
と
し
げ
き
里
に
住
ま
ず
は
今
朝
鳴
き
し
雁
に
副
ひ
て
往
な
ま
し
も
の
を
（
八
・
一
五
一
五
）
但
馬
皇
女

た
ぐ

○参

な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
桑
子
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
玉
の
緒
ば
か
り
（
一
二
・
三
〇
八
六
）

く
は

こ

○参

後
れ
ゐ
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
紀
伊
国
の
妹
背
の
山
に
あ
ら
ま
し
も
の
を
（
四
・
五
四
四
）
笠
金
村

お
く

○参

外
に
ゐ
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
君
が
家
の
池
に
住
む
と
ふ
鴨
に
あ
ら
ま
し
を
（
四
・
七
二
六
）大

伴
坂
上
郎
女

○参

後
れ
ゐ
て
長
恋
ひ
せ
ず
は
御
園
生
の
梅
の
花
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
（
五
・
八
六
四
）
吉
田
宜

み

そ
の

ふ

○参

か
く
ば
か
り
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
朝
に
日
に
妹
が
履
む
ら
む
地
に
あ
ら
ま
し
を
（
一
一
・
二
六
九
三
）

○参

後
れ
ゐ
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
田
子
の
浦
の
海
人
な
ら
ま
し
を
玉
藻
刈
る
刈
る
（
一
二
・
三
二
〇
五
）

Ｊ
．
歌
意
が
異
な
る
・
一
部
の
語
句
が
一
致
（
「
類
句
歌
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
）

①
ａ
奥
山
の
真
木
の
板
戸
を
押
し
開
き
し
ゑ
や
出
で
来
ね
後
は
何
せ
む
（
一
一
・
二
五
一
九
）

〈
出
て
き
て
欲
し
い
〉

正
述
心
緒

○佐

○大

○水

ｂ
奥
山
の
真
木
の
板
戸
を
音
速
み
妹
が
あ
た
り
の
霜
の
上
に
寝
ぬ
（
一
一
・
二
六
一
六
）
正
述
心
緒

○佐

○大

○水

〈
開
け
ら
れ
な
い
〉

ｃ
奥
山
の
真
木
の
板
戸
を
と
ど
と
し
て
わ
が
開
か
む
に
入
り
来
て
寝
さ
ね
（
一
四
・
三
四
六
七
）

な

〈
入
っ
て
き
て
欲
し
い
〉

未
勘
国
相
聞

○佐

○大

○水
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②
ａ
あ
ぢ
の
住
む
渚
沙
の
入
江
の
荒
磯
松
吾
を
待
つ
児
ら
は
た
だ
一
人
の
み
（
一
一
・
二
七
五
一
）

す

さ

〈
私
を
待
つ
児
は
一
人
だ
け
〉

寄
物
陳
思

○佐

○大

○水

ｂ
あ
ぢ
の
住
む
渚
沙
の
入
江
の
隠
沼
の
あ
な
息
づ
か
し
見
ず
久
に
し
て
（
一
四
・
三
五
四
七
）

す

さ

〈
息
が
つ
ま
り
そ
う
。
逢
っ
て
い
な
い
か
ら
〉

未
勘
国
相
聞

○佐

○大

○水

③
ａ
さ
寝
ら
く
は
玉
の
緒
ば
か
り
恋
ふ
ら
く
は
富
士
の
高
嶺
の
鳴
沢
の
如
（
一
四
・
三
三
五
八
）
駿
河
相
聞

○佐
○水

ぬ〈
共
寝
を
す
る
の
は
少
な
い
。
恋
す
る
思
い
は
た
く
さ
ん
〉

ｂ
ま
愛
し
み
寝
ら
く
は
し
け
ら
く
さ
鳴
ら
く
は
伊
豆
の
高
嶺
の
鳴
沢
な
す
よ
（
一
四
・
三
三
五
八
或
本

）

○佐
○水

か
な

ぬ

〈
共
寝
を
す
る
の
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
。
噂
も
た
く
さ
ん
〉

ｃ
逢
へ
ら
く
は
玉
の
緒
し
け
や
恋
ふ
ら
く
は
富
士
の
高
嶺
に
降
る
雪
な
す
も
（
一
四
・
三
三
五
八
一
本

）

○佐
○水

〈
逢
う
こ
と
は
少
し
。
恋
す
る
思
い
は
た
く
さ
ん
〉

④
ａ
足
柄
の
箱
根
の
山
に
粟
蒔
き
て
実
と
は
な
れ
る
を
逢
は
な
く
も
あ
や
し
（
一
四
・
三
三
六
四
）

〈
恋
が
成
就
し
た
の
に
逢
わ
な
い
の
は
お
か
し
い
〉

相
模
相
聞

○佐
○水

ｂ
足
柄
の
箱
根
の
山
に
蔓
ふ
葛
の
引
か
ば
寄
り
来
ね
心
な
ほ
な
ほ
に
（
一
四
・
三
三
六
四
或
本

）

○佐
○水

は

し
た

〈
さ
そ
っ
た
ら
、
心
素
直
に
寄
っ
て
来
て
欲
し
い
〉

⑤
ａ
誰
そ
こ
の
わ
が
屋
戸
に
来
喚
ぶ
た
ら
ち
ね
の
母
に
嘖
は
え
物
思
ふ
わ
れ
を
（
一
一
・
二
五
二
七
）

き

よ

こ
ろ

正
述
心
緒

○佐

ｂ
誰
そ
こ
の
屋
の
戸
押
そ
ぶ
る
新
嘗
に
わ
が
背
を
遣
り
て
斎
ふ
こ
の
戸
を
（
一
四
・
三
四
六
〇
）未

勘
国
相
聞

○佐

⑥
ａ
足
柄
の
土
肥
の
河
内
に
出
づ
る
湯
の
世
に
も
た
よ
ら
に
児
ろ
が
言
は
な
く
に
（
一
四
・
三
三
六
八
）

あ
し
が
り

と

ひ

相
模
相
聞

○佐

ｂ
筑
波
嶺
の
岩
も
と
ど
ろ
に
落
つ
る
水
世
に
も
た
ゆ
ら
に
わ
が
思
は
な
く
に
（
一
四
・
三
三
九
二
）常

陸
相
聞

○佐

Ｋ
．
歌
体
が
異
な
る
・
語
句
は
一
部
の
み
一
致
（
類
歌
と
は
し
な
い
）

＊
○参

遠
妻
の

こ
こ
に
あ
ら
ね
ば

玉
桙
の

道
を
た
遠
み

思
ふ
そ
ら

安
け
な
く
に

嘆
く
そ
ら

安
か
ら

ぬ
も
の
を

み
空
行
く

雲
に
も
が
も

高
飛
ぶ

鳥
に
も
が
も

明
日
行
き
て

妹
に
言
問
ひ

わ
が
た

め
に

妹
も
事
無
く

妹
が
た
め

わ
れ
も
事
無
く

今
も
見
る
ご
と

副
ひ
て
も
が
も
（
四
・
五
三
四
）

た
ぐ

相
聞
・
安
貴
王
★

○参

み
空
行
く
雲
に
も
が
も
な
今
日
行
き
て
妹
に
言
問
ひ
明
日
帰
り
来
む
（
一
四
・
三
五
一
〇
）
未
勘
国
相
聞
★
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※
万
葉
集
中
、
「
雲
に
な
れ
た
ら
」
と
う
た
う
も
の
は
こ
の
二
首
の
み
。

「
今
日
行
っ
て
、
明
日
帰
っ
て
く
る
」
は
、
他
に
次
の
二
首
。

・
…
…
須
臾
は

家
に
帰
り
て

父
母
に

事
も
告
ら
ひ

明
日
の
ご
と

わ
れ
は
来
な
む
と
…
…

し
ま
し
く

か
た

（
九
・
一
七
四
〇
）
高
橋
虫
麻
呂

・
百
日
し
も
行
か
ぬ
松
浦
路
今
日
行
き
て
明
日
は
来
な
む
を
何
か
障
れ
る
（
五
・
八
七
〇
）
山
上
憶
良

も
も

か

き

さ
や

い
ず
れ
も
、
恋
人
に
会
う
と
い
う
内
容
で
は
な
い
。

◎
ま
と
め

①
東
歌
の
類
歌
を
、
佐
佐
木
氏
・
大
久
間
氏
・
水
島
氏
の
リ
ス
ト
を
参
考
に
収
集
し
た
。
こ
の
三
氏
が
リ
ス
ト

に
挙
げ
て
い
な
い
類
歌
も
何
組
か
見
出
し
得
た
。

②
そ
れ
ら
を
、
類
似
度
と
は
別
の
観
点
か
ら
以
下
の
通
り
に
分
類
し
た
。

Ａ
．
重
出
歌
（
類
歌
と
は
し
な
い
）

Ｂ
．
歌
意
同
じ
・
ほ
ぼ
地
名
の
み
の
相
違

Ｃ
．
歌
意
同
じ
・
地
名
の
相
違
。
類
似
す
る
語
句
は
少
な
い

Ｄ
．
歌
意
同
じ
・
ほ
ぼ
地
名
の
有
無
の
相
違

Ｅ
．
男
女
用
ま
た
は
男
女
間
の
問
答

Ｆ
．
歌
意
同
じ
・
二
種
の
合
体

Ｇ
．
歌
意
同
じ
・
語
句
の
異
同
は
伝
誦
過
程
に
生
じ
た
か

Ｈ
．
歌
意
同
じ
・
語
句
の
異
同
は
人
為
的
か

Ｉ
．
歌
意
同
じ
・
語
句
の
一
致
は
僅
少
（
「
類
想
歌
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
）

Ｊ
．
歌
意
が
異
な
る
・
一
部
の
語
句
が
一
致
（
「
類
句
歌
」
と
呼
ぶ
べ
き
か
）

Ｋ
．
歌
体
が
異
な
る
・
語
句
は
一
部
の
み
一
致
（
類
歌
と
は
し
な
い
）

③
巻
十
四
に
お
い
て
、
本
歌
と
或
本
歌
と
の
関
係
は
、
「
Ｅ
．
男
女
用
ま
た
は
男
女
間
の
問
答
」
「
Ｇ
．
歌
意

同
じ
・
語
句
の
異
同
は
伝
誦
過
程
に
生
じ
た
か
」
の
二
項
目
が
多
数
を
占
め
る
。


